日本建築法制会議 第７２回 総会 議事録

日　時：　２０１４年５月２８日（水曜日）１３時３０分～１６時
場　所：　東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館５号室洋室

出席者：　７名（敬称略・50音順）　
大山  宏、竹川忠芳、辻 英一、眞柄榮毅、室田達郎、柳澤孝次、山田利行
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
○提出資料（大山 宏）
：「総会通知　建築基本法制定準備会　会員の皆様へ　」、
日時　平成２６年６月７日　１４時～　、場所　建築会館
：日本建築学会著作賞受賞　『建築家と建築士―法と住宅をめぐる百年』、速水清孝著
東京大学出版会２０１１年８月」、　http://www.aij.or.jp/2014/2014prize.html   

⇒　おめでとうございます。　
　２０１３年度（第１７回）建築史学会賞 http://www.sahj.org/　につづく、すばらしい受賞です。　　
：「佐野正一氏　（安井建築設計事務所代表取締役相談役）死去　/建築界発展に力注ぐ」、
　　　日刊建設工業新聞、２０１４年３月２５日
：「訃報・安井建築設計事務所代表取締役相談役　佐野正一氏逝去/建築界の地位向上に貢献」、
　建設通信新聞、２０１４年３月２５日
　　⇒「技術者としての誠実さと誇り、社会に対する責任感があり、自らを律し、人を厳しく育てた人。」
と、長男・佐野吉彦氏は話す。
　⇒エピソードを一つ：【奈良公園であったシルクロード博の頃、奈良登大路に６階建ての大駐車場の
設計を受注した。その報告を聞いた氏は褒めるどころか「そもそも、そういう景観をだいなしにする
計画がおかしい。トップのところへ行ってやめるように言ってきたまえ」と、一設計事務所のオーナー
らしからぬ指示の見識に感心した。】
：「朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故　事故原因調査偽装事件」、渡辺邦夫氏講演、２０１４年５月２３日
⇒　そもそも構造計画がよかったのか、の議論がなぜ少なったのか。
それ以前の問題も多かったからか。
:「富岡製糸場：世界文化遺産登録を勧告　６月にも決定」、毎日新聞、２０１４年４月２６日
　：「群馬県富岡市/富岡製糸場の修繕・保存検討へ/世界遺産への登録勧告受け」、
日刊建設工業新聞、２０１４年４月３０日

　：「焦点　歴史的建物が消失の危機　被災した古民家など多額の修繕費」、
河北新報、２０１４年４月３日
　：「祇園の伝統建築貸します　京都市が初、家賃月５０万円」、京都新聞社、２０１４年５月１３日
　：「自民・国交部会/士法改正案を了承/委員長提案で早期成立へ」、
建設通信新聞、２０１４年４月１８日
　：「自民国交部会/建築士法改正案を了承/書面契約義務付け、管理建築士の責務明記」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、日刊建設工業新聞、２０１４年４月１８日

　：「国に立ち入り調査権限　エレベーターや事故や遊園地遊具事故」、
日本経済新聞、２０１４年３月７日
　：「業法建基法改正案が国会審議　/ 国交相、早期成立を訴え」、建設通信新聞、２０１４年４月２日
　：「沖ノ鳥島事故：桟橋表面積、既設の半分　重心高く転覆か」、毎日新聞、２０１４年４月１日
　：「学校体育館耐震化：窓に盲点・・・枠ごと落下例も　補強対策へ」、毎日新聞、２０１４年３月１６日
　：「耐震診断義務化に北海道・札幌定山渓の宿泊施設悲鳴「廃業出かねない」」、
北海道新聞、　２０１４年４月２２日
　：「通天閣を地震に強く…南海トラフ備え秋にも改修」、読売新聞、２０１４年５月７日
　：「国立競技場改修はなぜ消えた？（１）」、ＮeｔＩＢ－ＮＥＷＳ，２０１４年５月２７日
　：「国立競技場　著名建築家ら解体見直し求める　景観破壊、費用・・・不透明な建設計画」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道新聞、２０１４年５月２５日
　：「五輪　国立競技場改築　「新築の半額で」伊東氏代替案」、東京新聞、２０１４年５月１３日
　：「伊東豊雄氏ら/国立競技場改築にシンポで反対訴え/改修案提示、議論喚起へ」、
日刊建設工業新聞、２０１４年５月１４日
　：「異議あり！　新国立競技場　岩波ブックレット目次　」
：「神宮外苑と国立競技場を未来へ手わたす会、署名用紙」、http://2020-tokyo.sakura.ne.jp
　：「新国立競技場建設　都市計画手続き「形骸化」の指摘」、２０１４年３月２８日
　：「「新国立」高さ制限緩和　石原都政では美観保護」、東京新聞、２０１４年３月２５日
　：「スポーツ振興センター/国立競技場解体/２工区に分割、３月中にＷＴＯ入札公告」、
日刊建設工業新聞、２０１４年３月２４日
　：「近代オリンピック・メインスタジアムの大会後の使用状況と現状（第１次世界大戦後）」、後藤健生、
　　　　　　　　　　　「スポーツ施設としての新国立競技場を考えよう」配布資料、２０１４年２月１８日
：「それでも我々は主張し続ける　新国立競技場案について」、槇文彦、
ＪＩＡ　ＭＡＧＡＺＩＮＥ　３０１　February-March２０２０
　　　　　　　　　　　　http://www.jia.or.jp/resources/bulletins/000/040/0000040/file/aBnW8H8Q.pdf
⇒※“新国立競技場案を神宮外苑の歴史的文脈の中で考える」、槇文彦

http://www.jia.or.jp/resources/bulletins/000/034/0000034/file/bE2fOwgf.pdf
：「３０年以内に震度６強以上の地震が起きる確率」、算定基準日２０１１年１月１日
：「汚染水　外洋流出続く　首相の「完全ブロック」破綻」、東京新聞、２０１４年５月１７日
　：「インタビュー：原発は国家ぐるみの粉飾決算＝吉原・城南信金理事長」、
ビジネスニュース、２０１４年４月１８日
　：「関西電力大飯原発３，４号機運転差止め裁判の判決に関する見解」、日本原子力学会ＡＥＳＪ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Atomic Energy Society of Japan　、２０１４年５月２７日
：「安保１５事例を提示　公明、慎重崩さず　与党協議」、東京新聞、２０１４年５月２７日
：「乳酸菌使い多能性細胞　筋肉や骨に分化　iＰＳ研究に影響も」、
熊本日日新聞、２０１２年１２月２９日
　○　提出資料（辻　英一）

　　：「欠陥工事、見抜けず」、鴇田隆、日経アーキテクチャ、２０１４年２月２４日
　：「三菱地所系「億ション」でミス発覚、施工図の調整不足でスリーブ約６００カ所に不備」、
　日経アーキテクチャ、２０１４年２月２５日、
　：「地所レジの“億ション”建て替え決定、鹿島が全額負担」、日経アーキテクチャ、２０１４年３月１７日

：「施工ミス「億ション」が解体・建て直し　費用は施工者の鹿島が全額負担」、
日経アーキテクチャ、２０１４年４月１０日

⇒　企業体とその組織内のスタッフ・個人との関係性が忘れられているのだろうか。
：「日影の算定方法に違法判決　発散方式は「法解釈として適切と言えない」と地裁、
日経アーキテクチャ、２０１４年４月１０日
：「超高層「億ション」で施工ミス　地下ＲＣ柱１９本で補強筋が未設置」、
日経アーキテクチャ　、２０１４年４月１０日
：「国交省官庁営繕部が｛ＢＩＭガイドライン｝日経アーキテクチャ、２０１４年４月１０日
　⇒ＢＩＭ(Building Information Modeling):コンピューターで３Ｄの建物情報モデルを構築すること。
　⇒※国土交通省報道飼料　http://www.mlit.go.jp/report/press/eizen06_hh_000019.html
：「先読み　法改正２０１４　規制緩和で２０２０年へ都市改造」、日経アーキテクチャ、２０１４年４月１０日
：「二転三転の罹災証明で住民の訴え却下　東日本大震災のマンション誤判定訴訟」、
日経アーキテクチャ、２０１３年１１月１０日
：「安全性を欠く設計・施工をした場合の最高裁判例」、
大阪府建築士事務所協会、平成２５年１１月２９日
：「体育館の窓　耐震強化　小中高、震災で落下２２０件　文科省方針」、
日本経済新聞、２０１４年３月１８日
：「朱鷺メッセ事故は「設計上の問題」、８０００万円で和解へ」、日本経済新聞、２０１３年１２月１１日
：「朱鷺メッセ裁判決着というが・」,神田順、構造家コラム、２０１３年
　　　　　　　　⇒　　http://csa2z.jp/kouzouka/2012_01.php
：「首都直下地震　被害３００兆円試算」、朝日新聞、２０１３年１１月２１日
：「南海トラフ巨大地震で「死者１３万人超」大阪府が独自の被害想定をまとめる」、
日経アーキテクチャ　、２０１３年１１月２５日
：「デタラメだらけの「名誉棄損」判決　言論の自由を「破壊」する裁判所」、選択、２０１４年４月
：「信用ならざる欧米「医学誌」嘘をばらまく製薬会社の「広報機関」」、選択、２０１４年４月
：「福島に蔓延する「タカリ体質」真の復興を妨げる「人心荒廃」」、選択、２０１４年４月
：「東電テレビ会議４９時間の記録」、白石草、ＯｕｒＰｌａｎｅｔ－ＴＶ，
http://www.ourplanet-tv.org/?q=node/1781
：「リニア新幹線　巨大プロジェクトの「真実」、ＴＯＰＰＯＩＮＴ，ＭＡＹ２０１４
：「２０～３９歳女性、８９６自治体で半減　「消滅」可能性の都市も」、朝日新聞、２０１４年５月９日
○　情報の紹介（真柄　栄毅）

：「想定外と設計責任　可能な限りを想定し、百年の建築を」、伊藤邦明、
…雄勝硯伝統産業会館新館が２０１１．３．１１津波に耐えた・・・・　http://www1.cnc.jp/kuniaki/
：「終戦の詔勅―玉音放送１９４５年８月１５日―」全文レビュー
第７３回　日本建築法制会議　総会のご案内

日 時 ：　２０１４年７月２３日（水曜日）総会１３時３０分～1６時
　　　　　　　　　　　　　　       
場 所 ： 東京都中央区京橋二丁目6番７号　京橋区民館４号室洋室
AGENDA（予定）

　　　　　〇「最近、多発している建物の事故の真の原因は何か」
　　　　　〇その他

参加連絡：会場及び資料準備のため、２０１４年７月１６日（水曜日）までに
　　　　　参加者の名前・連絡先を事務局（ magara@cnc.jp ）まで連絡下さい。

参加費：　1000円
